[image: image1.wmf]14

12

15

26

29

12

2

44

32

113

420

497.5

185.5

68

0

5

10

15

20

25

30

35

広報ポリシー

話法

文章表現

デザイン

インターネット

ビデオ

情報処理

0

100

200

300

400

500

600

団体数

支援時間


[image: image2.wmf] 

 


[image: image3.jpg]



１．2002年度は、行政等からの受託事業を計７事業展開しました。
愛知県からは緊急雇用対策「ＮＰＯ運営支援事業（広報・ＰＲ部門）、同「あいち地域資源デジタル・アーカイブ作成事業」、名古屋市及び外郭団体からは「なごやボランティア・ＮＰＯ交流会」「特色ある区づくり推進事業検証」、「なごや・まちコミ映像祭事業」、加えて知多市と大口町からも受託しました。事業規模にしておよそ3000万円にのぼります。

２．自主事業としては、下記の内容を実施しました。事業予算は約400万円です。
１）研修事業関係

会計･税務セミナー4回、会計ソフトの開発、会計テキスト制作（3部作）及び広報セミナー

２）情報提供事業関係

ＦＡＸ・Ｅメールによる月１ニュースの発信を９回実施、先進地スタディツアー（米国）、

３）調査研究･提言事業関係

定期レポート「ボラネイ・キャラバン」の発行（3回）、知多地域のＮＰＯの発展に関する研究等。

４）相談･助言事業関係

ＮＰＯ法人設立、まちづくり活動に関する相談、企画への助言、講師派遣など

５）人材交流・ネットワーク事業関係

ビデオ作品づくり実習セミナー、ビデオテキスト制作、名古屋地区のＮＰＯ協働広場づくり

６）ＮＰＯの事務局代行事業関係

昨年に引続き、2団体の事務局代行を実施

３．その他、管理経費が200万円で、総額およそ3600万円の事業体となり、額的には2001年より約２割拡大し、内容的にも、多種多様な活動に結果を残すことが出来ました。
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Ⅰ-１　会計セミナー；　オリジナル・テキストを使用し、よりわかりやすく
「わかりやすく正しい会計書類の作成とその開示は、社会に理解してもらう基本要件だ」｡ＶＮｓはこうした視点から、会計・税務セミナーの充実に努めています。

６月の税務セミナーでは、専門家（国税局担当官・税理士）を講師に招き、間違えやすい点などの解説の後、会場からの質問に応じる形式で進めました。

「はじめの一歩編」は、「はじめての会計」をコンセプトに、会計の基礎の基礎から始める入門編としました。特に今年度は、テキスト等のツールを整備して『よりわかりやすい』解説に努め、練習問題で理解度をチェックする方法を採用。「本当に（会計を担当するのが）初めてでも、わかりやすい内容だった」と好評を頂き､入門講座のニーズを実感しました。

「簿記・仕訳編」では、複式簿記の基本的な考え方から、ＮＰＯ特有の法則や記録方法までをしっかりと解説。企業会計の実務経験がある参加者からは「企業会計とＮＰＯ会計の違いが理解できた」との意見が出され、参加者のレベルに応じたセミナー内容の必要性を再認識しました。

多くのＮＰＯが決算を控える3月には、計算書類作成のポイントや法改正について等、現場ニーズにマッチした講義を設け、予定時間を超過して活発な質疑応答がなされました。

来年度も整備したツールを活用し､また講義内容のレベルを細分化することにより、より充実したセミナーを目指します。

[image: image16.png]



[image: image17.png].x
II HHHIHIMIUIHIHI



ＤＡＴＡ　会計・税務セミナー実績
	内容
	日時
	場所
	講師
	人数

	ＮＰＯ会計力養成シリーズinみえ（三重県と共催）　

「ＮＰＯ税務研修会」
	2002年6月25日（火）

18：30～20：45
	みえ市民活動ボランティアセンター

（津市）
	武井康夫（名古屋国税局課税第二部統括国税実査官）

大庭久典（名古屋国税局課税第二部統括国税実査官付）
	85

	ＮＰＯ会計力養成シリーズinみえ（三重県と共催）　

「基礎から覚えようNPO会計・はじめの一歩編」
	2002年11月16日（土）

10：00～16：30
	みえ市民活動ボランティアセンター

（津市）
	馬場英朗（公認会計士・VNs監事）

青木孝弘（VNsスタッフ）

小椋淑子（VNsスタッフ）
	42

	ＮＰＯ会計力養成シリーズinみえ（三重県と共催）　

「基礎から覚えようNPO会計・簿記／仕訳編」
	2002年12月8日（日）

10：00～16：30
	みえ市民活動ボランティアセンター

（津市）
	馬場英朗（公認会計士・VNs監事）

青木孝弘（VNsスタッフ）
	46



	ＮＰＯの会計・税務セミナー（愛知県と共催）　

「事業報告書と会計書類の作成」
	2003年3月21日（金・祝）

13：00～16：30
	椙山女学園大学

文化情報学部

（名古屋市千種区）
	吉田桂一（愛知県社会活動推進課主査）

辻本哲朗（愛知県社会活動推進課主事）

加藤歌子（税理士）
	64
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Ⅰ-２　会計テキスト・会計ソフト開発作成事業


　１）会計テキスト


２）会計ソフト




Ⅰ-３　広報セミナー「広報実践のポイント講座」

　

　愛知県丹羽郡大口町地域振興課からの委託事業として、「市民活動向け・活用できる広報実践のポイント講座」を開講しました。町内で活動する市民団体を対象に、広報の考え方、デザイン、リーフレットやニューズレター作成などを講義。愛知県ＮＰＯ運営支援事業（広報・ＰＲ部門）により、市民活動団体の広報への関心・ニーズが高まったことの現れであると受け止めています。

ＤＡＴＡ　広報セミナー実績
①開催日　　　2003年３月16日（日）

②参加者　　　大口町内で活動する市民団体のメンバー20名

③実行体制　大口町主催　　ボランタリーネイバーズ受託　

Ⅰ-４　愛知県ＮＰＯ運営支援事業（広報・ＰＲ部門）
メッセージの発信、イベント案内、入会キャンペーン等、ＮＰＯ活動の鍵を握る広報。しかし、「よい活動は自然に伝わる、宣伝めいたことはしたくない」「本来事業が忙しく広報まで手が回らない」といったＮＰＯも少なくはありませんでした。一方で、ＩＴの発達・パソコンソフトの開発・デジタルビデオの普及など、広報に関わる媒体は充実してきています。これらを有効に選択・活用することで、小さなＮＰＯでもインパクトのある広報活動を展開することが可能になってきています。

　この支援事業は、ＮＰＯの広報強化を通して、活動の広がり・社会的認知・相互理解や交流を促進させようというものです。専門アドバイザーが各団体のレベルやニーズに合わせて指導を行う「個別支援」と、ピンポイントで広報技術や考え方を学ぶ「広報セミナー」の二本立てで実施し、ＮＰＯの「広報力アップ」をきめ細かく支えました。


ＤＡＴＡ　愛知県ＮＰＯ運営支援事業（広報・ＰＲ部門）実績
①実施時期　　2003年７月～2003年３月

②支援団体　　55団体、111支援メニュー

③事業骨子　　

ⅰ）基礎セミナー「ＮＰＯのストーリーはどうすれば伝わるか」　◎８月25日　　◎参加者101名

　　講師：大西光夫、桂博之、津田正夫、東新家宏一、松下典子、間野丈夫

ⅱ）集中セミナー　◎計16講座　　◎延べ参加者数403名　　

　　　　　　　　　　　　　◎実施日　9月20日、9月21日、9月22日、10月20日、11月17日、12月14日

　　講師：安藤直紀、梅田紘一、大西光夫、佐藤　宏、田中まゆみ、中村　周、中林速雄、坂　好治

間瀬寿夫、三島知斗世、山口　純

ⅲ）個別支援　　　ａ）広報ポリシー　　　　　　ｂ）表現スタイル（話し方・文章）　　　ｃ）デザイン部門

ｄ）インターネット部門　　　ｅ）情報処理部門　　　　ｆ）ビデオ制作部門

ⅳ）成果交流会「ＮＰＯ広報のアイディア箱」

　　　　　　　　　　　　　◎２月15日　　　参加者102名

　　　　　　　　　　　　　◎記念講演「ＰＲとは　～パブリシティの活用～」　　

　　　　　　　　　伊原正俊（株式会社電通パブリックリレーションズ、コミュニケーション推進室プロデューサー）

　　　　　　　　　　　　　　　　車座トーク「広報力アップにどう取り組んだか、何が変わったか」

　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ広報ツール見本市

　ⅴ）「ＮＰＯのための広報のマニュアル」の発行　　　◎Ａ４判114項　　◎200部発行

④実施体制　　　　愛知県社会活動推進課主催（緊急雇用）　　　ボランタリーネイバーズ委託運営


概ね支援団体は目標を達成していましたが、団体内部での広報活動に関する合意形成に不安が残りました。本当に伝えたい相手に伝えるためには、内容、表現、伝達手段、タイミングなどあらゆる点から戦略を練り、組織内でそれを共有しておく必要があり、多くのＮＰＯにとって引き続き課題となる点でしょう。

また、「フォローアップがないと忘れてしまいそう」といった不安を訴え、継続的な支援を望む声も少なくありませんでした。しかし、個別支援は予算的に難しく、今後はセミナー式の指導や、情報化ＮＰＯにつないでいくこと、ボランティア的にサポートしてくれる仕組みをを作っていくこと等の点からのサポートに取り組んでいきたいと思います。
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Ⅱ-１　月１ニュースの発行　　

VNｓ事業や市民参画の地域づくりに関わる各種委員会の報告、イベント＆書籍案内、助成金情報など、NPO・まちづくり活動に有益な情報を提供しました。

　

ＤＡＴＡ　月１ニュースの発行
①発行部数　　　ＦＡＸ　約250部　　　Ｅ－ｍａｉｌ　約2,000部

②発行日　　　　
	第8号
	2002年5月29日
	第13号
	2002年10月30日

	第9号
	2002年7月1日
	第14号
	2002年11月15日

	第10号
	2002年7月15日
	第15号
	2003年1月5日

	第11号
	2002年8月18日
	第16号
	2003年3月10日

	第12号
	2002年9月29日
	
	


　　　　　

Ⅱ-２　ライブラリー事業　　　～蔵書が約1,000冊に！
まちづくりやＮＰＯ活動についての図書を収集、貸し出しをしました。事業との相関性を考慮し資料を収集した結果、「コミュニティ形成」「広報技術」「会計実務」「ＮＰＯマネジメント」をテーマとした書籍等の充実を図りました。

ＤＡＴＡ　ライブラリー実績
①開館時間　月～土10:00～18:00

②蔵書数　　975冊

Ⅱ-３　ホームページによる情報提供

９月にホームページのリニューアルを実施。トピックスで活動の最新情報を紹介している他、各種事業報告書なども収めアカウンタビリティ高めるツールとしても活用しています。2003年度はデザインを刷新し、草の根支援に役立つよう、ＮＰＯやまちづくりのネット上の運営講座や相談をさらに充実させていく予定です。

ＤＡＴＡ　ホームページ実績
①累積アクセス数　　40,190件（2003年４月30日現在）

②掲載情報　　　　　　トピックス、ＮＰＯ運営講座、各種事業報告、ＶＮｓ基本文書、デジタルシアター他

③更新日　　　　　　　毎週水曜日

　

Ⅱ-４　先進地スタディツアー（アメリカワシントンDC、ニューヨーク）






Ⅲ-１　レポート発行「ボラネイ★キャラバン」
　「地域の実践に基づく研究」「経験交流」がボラネイ★キャラバンのコンセプトです。アメリカＮＰＯスタディツアー、ＮＰＯ広報支援事業、討論会等、ＶＮｓ事業の中からＮＰＯ・まちづくり活動発展の鍵となる事柄を特集、レポートにまとめました。

Vol.２「協働・草の根・リーダー像　～アメリカＮＰＯの新しいカタチ」　（2002年9月／500冊）

Vol.３「福祉ＮＰＯリーダーが見たアメリカ　～福祉コミュニティをつくる包括的・協働的アプローチ」　（2002年11月／550冊）

Vol.４「ＮＰＯと広報」「発展するＮＰＯには何があるのか」　（2003年4月／500冊）
Ⅲ-２　知多半島ＮＰＯ調査事業
　福祉系ＮＰＯの活躍が目立つ愛知県・知多地域において、その発展を支えてきた要因を浮き彫りにする調査活動と中間報告を行い、レポートにまとめました。調査の第1段階として、（特）地域福祉サポートちたとの協力で、「運営実態を明らかにする」「リーダーの役割を再確認する」「ネットワークの果たしてきた役割を振り返る」「知多にある社会的資本を意識化する」に取り組みました。

【実施内容】　　ａ）ＮＰＯ現場見学バスツアー、ＮＰＯマネジメントセミナー（（特）地域福祉サポートちた主催）への広報・企画支援

ｂ）12月8日（日）　徹底討論会「発展するＮＰＯには何があるのか」　　参加者90名

Ⅲ-３　各種審議会等委員派遣　　

１）あいち新世紀自動車環境戦略会議、愛知県自動車排出窒素酸化物及び粒子状物質総量削減計画策定協議会

　愛知県では、全国に先駆けて総合的な自動車環境対策に取り組むこととなりました。「県民・事業者・ＮＰＯ・行政」が各々の主体的取組みと協働関係をつくるための各層からなる両会議にＶＮｓはＮＰＯセクターの立場から委員参加。「中心市街地問題などまちづくりの観点から考える必要性」「市民参画の進め方」等について発言しました。
【自動車環境戦略会議】　6月21日、7月18日、7月24日、8月23日、10月21日、10月28日、3月19日

【削減計画策定会議】　6月21日、12月26日、（2月5日／欠）、2月21日、3月17日、3月27日、4月24日

２）愛知県ＮＰＯ連絡協議会

　愛知県で今必要なＮＰＯ支援センターとはどんなものか－。同協議会で最も議論を重ねたのが、2002年度に愛知県が設立した「あいちＮＰＯ交流プラザ」の役割です。同プラザが真の意味で「協働」の拠点となるべく、行政サイドの情報提供のあり方、ＮＰＯと行政との出会いの場におけるＮＰＯ側のイニシアティブについて等の発言を行いました。

【会議日程】　７月30日、9月9日、10月21日、2月20日

　

Ⅲ-４　「特色ある区づくり推進事業」検証及び報告会　　
 “パートナーシップ”手法の効果をどう測るか－。　名古屋市では1995年より「区において魅力と特色のあるまちづくり」を進める同推進事業が実施されてきましたが、2000年よりそれを市民と行政との協働で進められるようになりました。検証は、その成果とプロセスを振り返り、今後の方向性を見出そうというものです。

　市内16区で計51行われた推進事業の中で８事例に触れただけでしたが、意義・進め方・成果について学びあう３事業の「ケーススタディ」、５事業に関わる行政・市民との「意見交換と助言」、課題・事業評価のあり方・提言を盛り込んだ「報告書」作成、「報告会」の開催によって、個別事業の検証と共に、全体に共通する評価や課題について整理しました。

　「協働のプロセスを通した信頼関係の醸成」「行政がコーディネーター役を務める中での協働関係の広がり」「行政間協働」「NPO・地域リーダー・専門家等にわたる新たな地域ネットワークの創出」等、パートナーシップ手法によって、今後の地域づくりへの牽引力が生まれてきています。

一方で、成果目標や協働の必要性の明確化、人材・財政などの資源の確保・運営、事業発展段階に応じた「協働」のあり方の転換などが課題にあがっています。一口に「特色ある区づくり推進事業」といっても、それぞれは事業目的、事業主体や事務局体制、地域特性において個別事情を抱えています。各々の事情に応じたモデルイメージを作り指針としていくこと、事業のマネジメント力を強化する研修の必要性等を提言しました。







Ⅲ-５　地域資源デジタルアーカイブ作成事業　　

「自然」「歴史」「文化」等の地域づくりに活用できる地域資源に関する情報を蓄積、＜活用目的＞＜担い手＞＜地域＞等に分類して、経験情報として提供する…。現地を訪ね地域資源を発掘収集することに始まり、その活用方法をまちづくり実践者や学識者による議論を通し分類整理し、有効活用しやすい形にしてデジタル化、インターネットを通して幅広く活用できる仕組みづくりに取り組みました。

地域に活力と魅力を創出しようとする地域づくりは、昨今様々な領域に広がりを見せ、多くの人々が参加するようになってきています。また、多くの人が関わることによって、新たな資源や活用方法が発掘され、地域資源の範疇も広がりと多様性を帯びてきました。

今後、地域住民自らが、埋もれた地域資源を発掘したり、既存の地域資源を新たな手法を駆使して地域づくりを進めていこうとする時、各地で生成創造される経験・情報が適確に整理して提供されることが大きな力になると思われます。

また、地域づくりを行なう住民自らがそのノウハウや経験・情報を開示し、相互交流し議論しながら地域づくりの知恵が蓄積されていく仕組みが重要だと私たちは考えます。デジタル化・インターネットによって検索・情報蓄積できる仕組みは、幅広い人々の参加・活用を促す仕組みとしてまさに時代に即した試みでもあります。

特徴は、文章や写真による事例紹介に加え、約1分間の動画が付属されていることです。地域資源やそれらを活用した活動がよりイメージし易いアーカイブになりました。

また、地域資源が開発され活用されるのは、「人」を介在するものであることに着目し、事物・事象だけでなくその事例に関係する人や団体の情報を収集し提供もしています。

	地域資源名
	地域

	松岡大正庵
	名古屋市中村区

	前田利家
	名古屋市中川区

	甲冑（かっちゅう）
	名古屋市熱田区

	堀川まつり
	名古屋市熱田区

	公園通り
	名古屋市緑区

	白壁地区
	名古屋市東区

	さつまいも
	名古屋市北区

	揚輝荘
	名古屋市千種区

	相生山緑地
	名古屋市天白区

	てんぱくプレーパーク
	名古屋市天白区

	八事の蝶々
	名古屋市天白区

	藤前干潟
	名古屋市港区

	名古屋港旧防潮壁
	名古屋市港区

	堀川
	名古屋市

	にっぽんど真ん中祭り
	名古屋市

	なごや東山の森
	名古屋市

	津島神社と町屋
	津島市

	寶泉（ほうせん）寺
	津島市

	田畑
	海部郡十四山村

	真清田（ますみだ）神社
	一宮市

	美濃路
	西春日井郡西枇杷島町

	古民家「儘舎（ままや）」
	春日井市

	小弓の庄
	犬山市

	茶運停（ちゃんてぃー）
	犬山市

	大草地区
	小牧市

	いわくら塾
	岩倉市

	麦茶
	丹羽郡大口町

	マイルポスト
	瀬戸市

	なちゅ
	半田市

	赤レンガ建物
	半田市

	はっぴいひろば
	常滑市

	やきもの散歩道
	常滑市

	ゆい工房
	知多市

	児（ちご）ノ口公園
	豊田市

	味噌
	額田郡額田町

	瓦
	高浜市

	旧井桁屋と吉見家本宅
	西尾市

	佐久島
	幡豆郡一色町

	新城（しんしろ）歌舞伎
	新城市

	間伐材
	北設楽郡東栄町

	旧東薗目（ひがしそのめ）小学校
	北設楽郡東栄町

	路面電車
	豊橋市

	朝倉川
	豊橋市

	田原の凧あげ
	渥美郡田原町

	ウミガメ
	渥美郡赤羽根町

	西の浜
	渥美郡渥美町

	庄内川
	広域

	天白川
	広域

	矢作（やはぎ）川
	広域

	地域に広がる福祉ネットワーク
	広域







ＮＰＯやまちづくり活動に伴う課題について、助言を行う他、必要に応じて専門家へ仲介したり、講師派遣などを行っています。

Ⅳ-１　ＮＰＯ・まちづくり運営相談事業　

①相談内容：ＮＰＯ法人化、イベント運営体制、会計実務、理事会運営、広報活動、人材確保、委託申請など

②相談件数：月平均10件

③傾向など：会計セミナー・ソフトの開発に伴って会計実務関係、広報・ＰＲ支援事業の波及効果で広報相談（技術・リソース・仲介）などが目立ちました。

Ⅳ-２　ＮＰＯ・まちづくり企画サポート事業　

①相談内容：行政主催のＮＰＯ研修事業、ＮＰＯ主催の人材育成事業、大学の講義企画と講師派遣、記念事業企画など

②相談件数：月平均５件

③傾向など：　ビデオづくりを通してＮＰＯやまちづくりの理解を促進していこうという事業、ＮＰＯの設立や運営強化を目指したシリーズ学習会企画の相談等が持ち込まれ、幾つかは事業として成立するのに至りました。ＮＰＯ現場の経験が交流するような形での企画化・事業化を心がけています。
Ⅳ-３　ＮＰＯ・まちづくり相談会等講師仲介・派遣
①相談内容：ＮＰＯ運営相談会への相談員派遣、ＮＰＯ・まちづくり団体及び、行政等のＮＰＯ関連の会議・イベント等への講師派遣など

②相談件数：月平均４件

③傾向など：ＮＰＯからの要請は、組織化・ＮＰＯ法人化への節目にあたりメンバーが集まる会議に出かけていくパターンが多くありました。代表者以外の各層からの声を聞いて助言できる形でもあると思います。また、とよた市民活動センターのNPO相談会のように、定例的な相談会に派遣、同時に現場の相談員への研修を兼ねるといった新たな形も生まれてきました。

2003年度はこうした相談をデータ化しＱ＆Ａ集を作るなど、相談ノウハウの集積化を図りたいと思います。


Ⅴ-１　なごやボランティア・ＮＰＯ交流会　ぼらんぽパーク２００２　　

“ボランティアをしたい市民”と“ボランティアを求めるＮＰＯ”が出会う場を－。

この交流会に駆けつけた参加者は約1,000人。ボランティアやＮＰＯなど市民の自発的な活動を支援・促進する名古屋市の拠点として、2002年４月に設立されたなごや・ボランティアＮＰＯセンター開設以来の活況となりました。
名古屋市には各種調査で把握されているだけでも2,000ものＮＰＯ・ボランティア団体が存在し、一方ボランティア希望者も多いのですが、具体的な糸口をつかめないケースも少なくありません。そこで、交流を広げ、お互いの一致点を見出し行動へ移っていく場として開催されたのがこの交流会です。また、ＮＰＯがボランティアの力を活かして活動を発展させていく視点と方法を互いに学びあうことも目指しました。

数あるボランティアイベントを超えた魅力づくりをと、「多様な関心・特技が活かせるボランティアメニューの開発」「ボランティア呼びかけのわかりやすいＰＲ」「来場者が体験できるコーナー」を参加ＮＰＯ・ボランティア・同センターと協働で創りました。
ＤＡＴＡ　なごやボランティア・ＮＰＯ交流会「ぼらんぽパーク2002」
①日時　　　　　2002年12月15日（日）11：00～16：00

②場所　　　　　なごやボランティア・NPOセンター

③参加実績　　参画団体24団体、ボランティア数50名、来場者数約1,000名

④実施体制　　主催：名古屋市(市民経済局　なごやボランティア・NPOセンター)


　　　　企画運営：特定非営利活動法人　ボランタリーネイバーズ


～　50名を超えるボランティア・参加団体と共に創りました！　～

　◆ボランティア・NPO交流「ぼらんぽ横丁」

(特)アジア日本相互交流センター(ICAN)、熱田神楽保存会、エコアクティヴな仲間たち、(特)エコワークス、紙芝居文化を地域に広める会、グループはてな、骨髄バンクを支援する愛知の会、(特)名古屋おやこセンター、南遊の会、ネットCY、伏見の会、ほほえみ生きがい支援、ボラみみより情報局、MIC、瑞穂デイセンターえんがわ、守山リス研究会、ユースフルホーム、余暇生活支援サービスい～ま、(特)レスキューストックヤード


◆「ぼらんぽ～る」

オーガニックデリ＆カフェ、ドリーム、フェアトレーディング、フェアトレード＆カフェぷぅ～く、わっぱの会（ワークショップすずらん）
◆ボランティア体験テーブルトーク「知っ得！ぼらんぽ」

企画運営ボランティアスタッフ：10名　　スピーカー：6名

伊藤公一、烏山房恵、金　慶美、中野勝行、浜田豊二、古橋敬一

◆「ぼらんぽ探検隊」＆会場案内ボランティア：20名

◆会場設営・運営支援・記録ボランティア：14名
◆会場コーディネート協力：MEDIUMすずきめぐみ

◆「子どもの遊び場」：伊藤寿美子

Ⅴ-２　あいちボランティアフェスティバル参加　　　

　ＮＰＯ・ボランティア団体が広く市民に向けて活動紹介をする同フェスティバルに参加、『ＮＰＯ情報発信基地』と称し、広報活動やビデオ撮影などを紹介・実演しました。

①日　　時　　　2002年９月２９日（日）

②実行体制　　第4回あいちボランティアフェスティバル実行委員会主催
Ⅴ-３　名古屋地区でＮＰＯ協働広場を考える会事業　　　

事務所・活動場所確保という都市部ＮＰＯの悩みを共有し、公共の遊休施設活用によるＮＰＯの協働事務所づくりについて議論を重ねました。候補地見学、他県の事例研究・ＮＰＯ間の連携や協力のあり方、地域のためになる機能などを検討し、間もなく市内の閉鎖された小学校活用を想定した具体的提案としてまとめる予定です。

①日　　　時　　　　　6月12日、8月8日、10月14日、10月17日、11月28日、12月22日、

2003年１月22日、3月11日

②延べ参加者数　　約130名

Ⅴ-４　なごや・まちコミ映像祭“２００２”

　市民が創った映像を見ながらまちづくりを語ろう！　同映画祭では「まちづくりへの共感をよび、人びとの理解と参加を促進するビデオ作品」を募集したところ、まちづくりへの熱いメッセージが込められた作品が全国から91本集まりました。

第２回目となる今年度は、まちづくり映像に関心を持つ人たちのコミュニケーションを重視。公開審査という開かれたスタイルでまちづくり映像が持つ力を語り合いました。

「まちづくり活動としてのコンセプト・活動者の姿・運営や輪の広げ方」というまちづくりの側面と、「映像場面の選択・ナレーションも含む表現手法・テーマや焦点の絞り込み方」という映像表現の両面から、予備審査を実施。通過した12本のノミネート作品は、さすがに「こんなまちの風景・人は私だから撮れるんだ」といった熱意と魅力にあふれたもので、来場者からは、「まちづくりのあり様を見る視点が豊かになり表現力・技法について共有できて学ぶことが多かった。」との声が聞かれました。

同映像祭には、愛知県を中心に17都道府県から作品が集まり、また、岐阜県大垣市でも本事業をモデルにまちづくりをテーマにした映像祭が開催されるようになりました。「まちづくりを映像で表現し、情報発信・交流に活かしていく」手法として全国への波及がうかがえます。

ＤＡＴＡ　なごや・まちコミ映像祭“2002”
①応募作品数　　91作品　　　

②発表交流会　　2003年１月26日（日）／名古屋都市センターにて　　

③参加者　　　　　150名

④実施体制　　　財団法人名古屋都市センター主催　／ボランタリーネイバーズ委託運営

審査委員（50音順、敬称略）
浅野　聡(三重大学工学部建築学科助教授)、延藤安弘(千葉大学工学部都市環境システム学科教授)、岡田ユリ子(元テレビ局プロデューサー)、木全純治(シネマスコーレ支配人)、清水裕之(名古屋大学大学院環境学研究科教授)、津田正夫(立命館大学産業社会学部教授、市民とメディア研究会・あくせす代表)

受賞結果
■グランプリ／「会場賞」も併賞

「親子獅子をもう一度」吉住啓一（長崎市）

■優秀賞

「ぼくは撮る-伊勢河崎を撮る-」長尾正男（伊勢市）

「自立の店　ひまわり」澤　啓子（熊本市）
「坂下まちおこしを追う」鈴木星江（春日井市）
■佳作／７作品


※受賞作品は当会のホームページ上でご覧になれます。

Ⅴ-５　知多市・環境に関するビデオ作成事業　　　
知多市環境基本計画の啓発活動の一環として、環境問題に取り組む市民活動をビデオで表現し、環境活動への市民の理解と参加を促進する支援事業を行いました。完成したビデオは、発表交流会を行った他、地元のケーブルテレビ局でも放映されました。

ＤＡＴＡ　知多市環境に関するビデオ作成事業
①実施時期　　　2002年8月～2003年2月

②対　象　　　　　知多市内で活動する環境団体や学校5団体（内、4団体がビデオを完成）
③支援内容　　　ビデオ制作のための基礎セミナー、ビデオ制作個別支援、全体紹介部分ビデオの作成、発表交流会の開催、放映への仲介
④発表交流会　2003年２月16日

Ⅴ-６　ビデオ作品づくり実習セミナー
　ＮＰＯ・まちづくり団体の活動を情報発信する手段としてビデオ映像は大変有効です。その制作のためのセミナーを県内各地で実施しました。

セミナーを行うにあたり、2001年度実施した2つの映像祭で出合ったビデオ制作のスキルを持った人たち22名で“ビデオネイバーズ”を結成、企画から当日の講師まで全面的な協力を得て実施しました。また、初級者向けのビデオ制作テキストも完成させました。

ＤＡＴＡ　ビデオ作品づくり実習セミナー
①実施日　　　　　2002年8月3日、4日、17日、18日、24日、25日、31日、9月１日、8日、9日　　　

②実施内容　　　基礎セミナー（春日井、名古屋、豊橋、岡崎）　中級セミナー（名古屋）　　延べ参加者数28名

特に、立ち上げ期における市民団体の運営を支え、活動の発展をサポートしています。

　継続的な代行事業と共に、短期間のサポート、組織化を進めていく段階での調整役、ネットワーク体の切り盛りなどのサポートも必要に応じて検討していきたいと考えています。

2003年度は、ホームページ管理等も業務に加わり、ネットワーク化・情報発信強化を重視したサポートを進めていく予定です。

ＤＡＴＡ　事務局代行事業の実績
①実施時期　通年（月～金10:00～18:00、その他会議・イベント時など）

②代行数　　ＮＰＯ２団体

③業務内容　外部からの問合せ対応／連絡調整／会員管理／機関紙編集・発送／会計管理／広報支援／イベント準備／その他実務

　





Ⅶ　収益事業　　2002年度は実施せず　
Ⅷ-１　年次総会　

①開催日　　　2002年6月8日（日）　16:10～17:00　

②場　所　　　なごやボランティア・ＮＰＯセンター

③出席者数　正会員総数82名中、本人出席23名、委任状44名

④議　題　　　2001年度事業報告承認について

2001年度決算の承認について

役員の改選について
Ⅷ-２　理事会の開催　

2002年度の理事会は、15回開催され、いずれもボランタリーネイバーズの事務所で行われた。
	第13回
	2002年５月13日　

19:00～22:00
	▼総会、及び評議員・会員の意見交換会について

▼2002年度事業計画について

	第14回
	６月３日　19:00～21:30
	▼総会、及び評議員・会員の意見交換会について

▼2002年度事業計画について

	第15回
	６月17日　19:00～22:00
	▼事務所問題、会員運営について

▼2002年度事業の実施体制について

	第16回
	７月１日　19:00～22:00
	▼事務局体制について

▼2002年度事業の実施体制について

	第17回
	８月５日　19:00～22:00
	▼2002年度事業の進捗状況について（特に、愛知県ＮＰＯ運営支援事業、地域資源デジタルアーカイブ事業）

▼新規委託事業の検討について

	第18回
	９月２日　19:00～22:00
	▼各事業の雇用体制について

▼2002年度事業の進捗状況について（特に、なごや・まちコミ映像祭事業、知多ＮＰＯ調査事業）

▼ＮＰＯ協働広場づくりについて

	第19回
	10月７日　19:00～22:00
	▼2002年度事業の進捗状況について（特に、特色ある区づくり検証事業、名古屋市ボランティア・ＮＰＯ交流会事業）

▼会員拡大活動について

	第20回
	11月11日　19:00～22:00
	▼2002年度事業の進捗状況について（特に、地域資源デジタルアーカイブ事業、名古屋市ボランティア・ＮＰＯ交流会事業）

▼2003年度事業準備について

	第21回
	12月２日　19:00～22:00
	▼2002年度事業の進捗状況について（特に、なごや・まちコミ映像祭事業）

▼青木事務局次長休職に伴う人事体制について

	第22回
	12月26日　19:00～19:40
	▼青木事務局次長休職の取り扱いについて

	第23回
	2003年１月７日　

19:00～22:00
	▼2002年度事業の中間総括について

▼2003年度の重点事業、体制づくりについて

	第24回
	２月３日　19:00～22:00
	▼2003年度事業、及び組織体制・事務局体制について

	第25回
	３月３日　19:00～22:00
	▼2003年度事業について

▼2003年度の組織体制・事務局体制について

	第26回
	３月３日　19:00～22:00
	▼2003年度事業総括と2003年度事業方針について

▼2003年度の組織体制・事務局体制について

	第27回
	５月６日　19:00～22:00
	▼2003年度予算修正と決算について

▼2003年度事業計画と収支予算の承認について

▼年次総会について








2002年度事業　アウトライン





2002年度事業　総括





１





Ⅰ-1　会計セミナー


Ⅰ-2　会計テキスト・会計ソフト開発


Ⅰ-3　広報セミナー


Ⅰ-4　愛知県ＮＰＯ運営支援事業


（広報・ＰＲ部門）











Ⅲ-4　「特色ある区づくり推進事業」事業検証及び報告会


Ⅲ-5　地域資源デジタル・アーカイブ作成事業








Ⅰ-4　愛知県ＮＰＯ運営支援事業


（広報・ＰＲ部門）


Ⅲ-4　「特色ある区づくり推進事業」事業検証及び報告会














Ⅱ-4　先進地スタディツアー


Ⅲ-1　レポート発行


Ⅲ-2　知多ＮＰＯ調査事業











Ⅰ-4　愛知県ＮＰＯ運営支援事業


（広報・ＰＲ部門）


Ⅴ-4　なごや・まちコミ映像祭“2002”


Ⅴ-5　環境に関するビデオ作成事業


Ⅴ-6　ビデオ作品づくり実習セミナー





Ⅰ-4　愛知県ＮＰＯ運営支援事業


（広報・ＰＲ部門）


Ⅴ-1　なごやボランティア・ＮＰＯ交流会


Ⅴ-3　名古屋地区でＮＰＯ協働広場を考える会事業

















ＶNｓ会計ソフト、会計テキスト、広報マニュアル等、草の根ＮＰＯの運営に役立つツールが完成し、提供することができました。同時に、運営力強化の研修事業のコースデザインが設定できてきました。





「地域資源の活用方法」「市民と行政のパートナーシップ」を切り口に、活力・魅力ある地域づくりを進める上での要素やステップを整理し、議論化・公開を行いました。





ＮＰＯ・まちづくり活動への個別支援・助言を通して、各々の使命・実情に適した形の発展へのサポートを実践しました。手法として、専門家との協力体制づくり、経験交流など、今後自立的に発展する上での『基盤強化』を重視しました。





ＮＰＯの中長期的な発展のあり方を探る上での課題の整理を行うための、調査・研修活動を積極的に展開しました。





社会的課題やそれらに対する取組みへの理解・参加を促進するため、「市民の情報発信」の強化やインフラづくりに取り組みました。





ＮＰＯが共通に抱えている課題（広報・ボランティア参加・事務所）について、「実践を学びあう」「共同アピール」を行う等ネットワーク化に働きかけました。











２





３





４





５





６





草の根ＮＰＯのアカウンタビリティを支える


オリジナル会計ソフトとテキストが完成


　











既刊


１．はじめの一歩編


　会計の基礎の基礎を学ぶ入門書。


２．簿記・仕訳編


　複式簿記の基礎を学ぶ。


３．ＮＰＯ会計編


　複式簿記の応用。企業会計との違いを解説。　





今年度の会計・税務セミナーで使用したテキストを加筆修正し、会計テキストシリーズ「基礎からよくわかるＮＰＯ会計」として発行しました。今後続刊を予定しています。








�





2003年2月10日、待望の「ＶＮｓ会計ソフト」の発売を開始しました。現役の公認会計士や、会計実務のスタッフによる開発チームが稼動テストを繰り返し、3年がかりで開発した小規模団体向けの会計ソフトです。Excelで簡単に入力していけば、収支計算書や貸借対照表など決算書類が整うようにできています。


発売開始から3ヶ月で全国33府県・100団体以上に出荷しました。








開発者コメント





馬場英朗


公認会計士／ＶＮｓ監事





会計ソフト開発はＶＮｓの前身であるＮＰＯ連絡会の頃からの目標であり、皆さんとのお約束を守ることができて、ほっとしています。　


会計は骨の折れる仕事ですが、このソフトは、特別な訓練を受けた人がいなくても、自分たちで会計業務をこなすことができるように、ということを考えて開発されました。少しでも皆さんの負担を軽減し、ＮＰＯのアカウンタビリティ（社会的説明責任）に貢献することができれば、と願っています。








ＮＰＯの広報強化を通して


活動の広がり、社会への発信を促進


　











グラフ１：　55支援団体、111支援メニューの内訳　（部門別支援団体数と時間数）





一番人気はホームページ作成。


ニーズの高さが伺えます。





� INCLUDEPICTURE "E:\\Aネイバーズ\\①各種本来事業\\調査提言事業\\レポート発行\\第4号広報と知多\\takita.JPG" \* MERGEFORMATINET ���
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被支援団体の声





専門アドバイザーの声











●「空白もレイアウトのうち」を実践した紙面は大変読みやすくなりました（デザイン）


●コンセプトづくりの大切さを強調しました。一生懸命に取り組んでおられたので、こちらの指導にも熱が入りました（インターネット）


●「次回はもっとよい作品を」という意気込みが感じられました（ビデオ）





・











●読み手にとって「わかりやすい」「おもしろい」表現のコツを学ぶことができ、ちらしやニューズレター作りに役立った（文章表現）


●疑問点がすべて解決できた。更新も自分たちでできる程度の技術・知識が身についた。（インターネット）


●作品を見た人が団体の活動に興味を持ってくれた（ビデオ制作）








▲インターネット、ビデオ、パンフレットなど様々なＮＰＯの広報ツール作成をサポートしました。





� INCLUDEPICTURE "E:\\Aネイバーズ\\①各種本来事業\\調査提言事業\\レポート発行\\第4号広報と知多\\pao.jpg" \* MERGEFORMATINET ���
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　「ニーズと事業に追われ続けた歩みを振り返り、課題を整理したい」。


スタディツアー参加者の大半は、介護保険制度の導入を契機に、組織化と事業化を急速に進めてきた福祉ＮＰＯのリーダーたちで、中長期的な発展のビジョンが求められていました。


　訪問団体は、大別して福祉ＮＰＯと中間支援団体の計11団体。





� INCLUDEPICTURE "A:\\間リーズ医者.jpg" \* MERGEFORMATINET ���





　福祉ＮＰＯの現場で発見したのは、医療保健面と社会生活面を合わせたケースマネジメントでした。その視点はアセスメントの整備・ボランティアマニュアルの記述、情報提供の分類スタイルから、文化的背景に配慮した絵画の活用等にも現れていました。


一方、中間支援ＮＰＯで強調されていたのは、マネジメント力の強化と、ＮＰＯ間の課題・経験交流です。これらは、人材育成を核とした参加団体間のネットワーク強化に活かしていけそうです。


スタディツアー直後に、理事の増強や広報強化に着手する団体もあり、取組みの具体的ヒントが得られると共に、活動の社会的意義や責任を改めて感じさせる機会にもなったようです。





� INCLUDEPICTURE "A:\\B1.jpg" \* MERGEFORMATINET ���





自分たちの社会的


インパクトを考えよう





ＮＰＯ同士でもお互い何をしているのか知らなかったり、自分の活動の成果やニーズを分析できていなかったりします。ＮＰＯにとって活動の社会的インパクトを考えることは課題です。


ＷＣＡでは、マネジメント力を育てる研修やＮＰＯ間の協働を促す情報交換に取り組んでいます。今回のツアー参加者間のネットワークも、こうした役も手がけていくだろうと期待しています。








ＤＡＴＡ　スタディツアー





①日程　　2002年６月23日～30日


②訪問先　ワシントンＤＣとニューヨーク市にある福祉ＮＰＯ及び中間支援組織11団体。


③参加者　福祉ＮＰＯリーダー等９名


④テーマ ○包括的なサービス


○人材育成とオーガナイズ


○マネジメント


○情報集積・活用・政策提言


○ＮＰＯ間ネットワーク化


○行政とのパートナーシップ





▼このスタディツアーは、（特）地域福祉サポートちたによる研修事業と連動させて行いました。





ワシントン団体協議会　事務局長　ベッツィー・ジョンソンさん





理事が果たしている役割に感銘


　印象的だったのは、資金集めのための人的ネットワーク、行政・議員との対話ルート、弁護士・会計士・研究者などの専門分野などを考慮して理事会を構成している点でした。組織にとって理事の果たす役割を改めて実感し、帰国後、さっそく理事増員を行いました。


村居多美子　（特）介護サービスさくら理事長








Ⅰ　研修事業








　「意見交換・助言」では、ヒアリングや現地訪問を重ね、類似の取組みとのネットワーク化や、中長期的な目的設定や発展ステップへの助言などを行いました。





� INCLUDEPICTURE "http://www.pref.aichi.jp/chiiki/LRDA/Da/da009/image/photo_05.jpg" \* MERGEFORMATINET ���





ＤＡＴＡ　


①実施時期　　2002年９月～2003年3月


②＜ケーススタディ＞


Ａ）住みたくなるまち昭和区づくり（昭和区）


Ｂ）荒池緑地の『森クラブ』づくり（天白区）


Ｃ）花・水・緑の公園通り推進事業（緑区）


③ケーススタディ報告会　　2002年11月19日


④＜意見交換＞


ａ）さつまいもによる地域起し事業（北区）


ｂ）中村まちづくりＮＰＯ委員会（中村区）


ｃ）前田利家発信隊（中川区）


ｄ）ものづくりのまちを知る事業（南区）


ｅ）歴史文化交流支援事業（緑区）


⑤特色ある区づくり推進事業検証報告会


2003年3月24日


⑥実施体制　名古屋市主催、ボランタリーネイバーズ委託





▲さつまいもによる地域起し事業・料理教室の様子（北区）





検証事業・報告会等での意見


●「区政協力委員」などの既存の地域リーダーと環境分野のテーマ型の協働が生まれている事例を知った。両者の協働は新しいコミュニティづくりの進め方を示唆している。


●歴史など個別テーマにこだわる活動層と、歴史を地域資源と捉え地域づくりへ反映していく流れとの両立に悩んでいた。こだわりの歴史グループの存続と共に、門前町を生かしたイベント事業も今後展開したい。類似の試みの紹介を受け視察をしてきたところで、具現化させていきたい。


　














Ⅰ　研修事業





Ⅱ　啓発・情報提供事業





Ⅱ　啓発・情報提供事業





Ⅲ　調査研究事業





Ⅲ　調査研究事業





全国大会の会計・運営への助言を受けて


　2002年3月に行った「第3回全国災害救援ボランティア全国大会in愛知」は、450名もの参加者が集まる会だったので、スムーズな受付とつり銭の正確なやりとり等の部分で、少し不安もありました。具体的な領収証の処理方法やスタッフ配置など、事前にチェックし体制を整えていたことが当日に役立ちました。


　加えて、背景知識として現預金管理や会計業務の流れについても助言を受け、日常の運営の振り返りにもなりました。　　　　　　　　　　


（特）レスキューストックヤード





『あいち地域資源デジタルアーカイブ』


http://www.pref.aichi.jp/chiiki/LRDA/index.html


� EMBED PBrush  ���


【 トップページメニュー 】


地図で調べる


資源のジャンルで調べる（自然環境、生活環境、建造物、産業、歴史、まつり、文化、交流、教育・学習、その他）


活用の目的で調べる（保全・再生、ビジネス、交流、人材育成、イベント、伝承・文化創造、その他）


担い手で調べる（市民、行政、企業、協働）


資源に関わる人物で調べる





地域資源をどう活用するか、


インターネットで情報を蓄積・開示











ＤＡＴＡ　


①実施時期　　


2002年8月～2003年2月


②登録団体　　61団体


③登場人物　80人


④実施体制　　愛知県企画振興部地域振興課主催（緊急雇用）、ボランタリーネイバーズ受託運営








■今後への課題


　当初の計画では、地域づくりを実践している人たちが、「このアーカイブに自分たちの地域資源や活用情報を登録すること」「掲載されている事例（人）と交流し、質疑や議論内容が公開掲示されること（まちづくりひろば）」、「アクセスした人の感想などが掲載されること」等を通して、情報が随時追加され、『市民によってデジタルアーカイブ上のコミュニティが成長発展する』といった構想がありました。


　2003年度もＶＮｓが受託することになりましたが、「市民参加によって発展するサイトづくり」が課題です。




































































Ⅲ　調査研究事業





Ⅳ　相談助言事業





� INCLUDEPICTURE "E:\\Aネイバーズ\\2002アニュアル\\MHWsoukai02.JPG" \* MERGEFORMATINET ���
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プログラム名�
内　容�
�
ボランティア・NPO交流「ぼらんぽ横丁」�
ＮＰＯがブース出展し活動紹介すると共に、「自分たちの団体でこんなボランティアをしませんか？」と具体的なボランティアメニューを提示し参加を呼びかけました。�
�
くつろぎ処「ぼらんぽ～る」�
休憩しながらオーガニックフード、コーヒー、パンを楽しめるスペース。他には、フェアトレード商品や書籍も販売しました。�
�
ボランティア・NPOビデオマラソン�
ボランティア・ＮＰＯの活動をビデオ上映の形で紹介し、ビジュアルに活動の現場を理解する場としました。�
�
ボランティア・NPO相談コーナー�
ボランティア・ＮＰＯ関係の相談に応えると共に、なごやボランティア・ＮＰＯセンターの日常業務の一つである相談活動の理解促進を図りました。�
�
RUFO福祉講演会�
「楽しい人生、笑いが一番」～暮らしの中から福祉（幸福）・尊厳・権利を考えよう～をテーマに講演会をしました。　　講師；ＲＵＦＯ�
�
体験テーブルトーク「知っ得！ぼらんぽ」�
来場者、ゲストスピーカー（体験談、話題提供者）、学生コーディネーターで、自分らしさを大切にした生き方、自分の好きなことややりたいことをしてそれが社会に活きるライフスタイルを語り合いました。�
�
ボランティアコーディネート研修�
ボランティアが元気に活躍するための工夫やプログラムについてのアイディア・経験を学びあいました。　講師：龍田成人／司会：村居多美子�
�






Ⅴ　人材交流・ネットワーク促進事業





■学びあいでスキルアップ■


ブース出展したＮＰＯは事前に2回のミニワークショップに参加。ボランティア参加を呼びかけるPRチラシを作成し、来場者とのコミュニケーションを生み出す魅力的なブースづくりを学び、実践しました。


� EMBED PBrush  ���





■企画から運営まで活躍■


「知っ得！ぼらんぽ」では、意欲的なボランティア10名が、スタッフのサポートを受けながら、ゲストスピーカー選びから当日の司会進行までを行いました。
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Ⅴ　人材交流・ネットワーク促進事業





Ⅴ　人材交流・ネットワーク促進事業





▼　公　開　審　査　会





























～　延藤安弘･座長のコメント　～





映像祭は2年目ですが、公開審査は今年初めてで全国的にも例のない試みでした。そのため審査員の間で議論になることもありましたが、最終的には会場の参加者と共にほぼ同じ着地点をみつけることができました。それは一つ一つ丁寧に全審査員が公開の場でコメントをし、それをみなさんと共有できたことの賜物です。


参加者の皆さんは、これから作品一つ一つの良い所を学んでいくとともに、『こういう良い取り組みを自分の地域でやってみよう』とか、『あの技を盗んでみよう』という思いが胸に広がっているのではないかと思います。「まちづくり映像祭」という新しいしかけを、この名古屋を中心として、日本そして世界へと発信していく構図を今後も作り上げていきたいと思います。
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まちづくり活動の体験を映像で表現！


公開審査でその感動を語り合う


　





� EMBED PBrush  ���





高齢化や若者流出で消えていった海辺のまちの祭りを、地元の人々が立ち上がり７年ぶりに復活させたプロセスを描きました。
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� INCLUDEPICTURE "E:\\Aネイバーズ\\2002アニュアル\\chiikikyousei.JPG" \* MERGEFORMATINET ���





機関紙発送からイベント準備・記録まで…。各団体の使命、運営状況に適した形でのサポートを目指します。


（写真は、特定非営利活動法人医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海へのサポート例）





Ⅵ　ＮＰＯ事務局代行事業





� INCLUDEPICTURE "E:\\Aネイバーズ\\2002アニュアル\\rijikai.JPG" \* MERGEFORMATINET ���





▲月１回ペースで開催された理事会





Ⅶ　収益事業／会議の開催
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